
 

 

 

 

１．研修目的 

国際的なイベントの開催などによって多くの人々が集合するマスギャザリングの際には、

パニック、将棋倒し、感染症流行、テロリズムなどにより傷病者が多数発生する可能性が

ある。予測される危機のうちバイオテロリズムは、直接の被災者に加え拡散伝播が発生し

うること、初療対応する看護師に 2 次感染の可能性があることなどが問題となる。本研修

では、バイオテロリズムとその対応について理解する。 

 

２．研修目標 

１）マスギャザリングで予測される危機の種類を挙げられる。 

２）バイオテロリズムの発生機序と特徴を説明できる。 

３）バイオテロリズムに用いられる微生物・生物剤とその影響を挙げられる。 

４）バイオテロリズム発生時の多機関連携について理解できる。 

５）微生物・生物剤の種類に基づいた拡散防止技術と看護方法を理解できる。 

 

３．研修内容 

１）バイオテロリズムおよび被災者への看護に関する講義 

２）拡散防止技術演習 

 

＊ 研修内容は一部変更する場合があります。 

 

４．研修日 

2019 年 ８月２６日（月） 

 

５．講師 

    森 那美子   (国立看護大学校 准教授) 

  西岡 みどり  (国立看護大学校 教授) 

    網中 眞由美  (国立看護大学校 講師) 

    （他、調整中） 

 

６．対象 

    看護師、助産師、保健師 

 

７．定員 

１００名  

 

８．研修場所 

    国立看護大学校（東京都清瀬市梅園１－２－１） 

 

募 集 案 内 

A 集団災害（マスギャザリング）対応研修 ― バイオテロリズム編 ― 研修 A 



 

９．研修準備 

    受講者へは、必要な参考文献・資料等を別途お知らせします。 

 

１０．受講証について 

全プログラムを受講した者に受講証を発行します。 

 

１１．経費 

    研修に係る費用は、５,０００円です。（税込、資料代込） 

    事前振り込みとなります。受講決定後メールにてご案内します。 

 

１２．その他 

 １）敷地内全面禁煙について 

     国立看護大学校敷地内は、全面禁煙です。 

 

２）連絡先 

     研修に関する問合せ 

      国立看護大学校研修部  

〒204-8575 東京都清瀬市梅園１-２-１ 

E-mail: kensyubu-edc@adm.ncn.ac.jp 

      TEL： 042-495-2211 内線 6001.6019（平日 8時 30 分～17 時） 

 

 

 


